
  

１１９ 

10．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項 

 

［１］都市機能の集積の促進の考え方 

    

（１）弘前市総合計画（平成20年１月策定） 

人口減少に加えて、世帯数の増加も収束傾向となったことや、高齢社会の進展と

同時に少子化が進み人口バランスの大きな変動が予想されること、依然として低迷

している地域経済情勢や厳しい財政状況など社会経済環境の急激な変化を踏まえ

た、効率的かつ効果的な土地利用が求められています。これらの状況のもと、都市

的土地利用を図る市街地は、人口減少や都市基盤の維持管理費の抑制などの観点か

ら、原則として新たな拡大を抑制するとともに、既存の都市基盤の有効活用に努め、

コンパクトなまちを目指すこととしています。 

 

（２）旧弘前市都市計画マスタープラン（平成15年３月策定） 

将来人口や社会動向などを考慮し、これまでの人口の増加を前提とした新たな都

市基盤の整備から、効率的な都市基盤の整備へ転換し、｢まちなか｣への都市機能の

集約と複合化や既存市街地の効率的利用により、まとまりのある市街地の形成を目

指すこととしています。 

※ 新しい都市計画マスタープランについては、平成21年度策定に向けて作業を進めること

としています。 

 

（３）弘前広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（平成16年５月策定） 

現在の市街地を基本として、コンパクトで効率的な市街地の維持・形成を行うと

もに、弘前市は津軽地域の中心都市として発展してきた都市であり、商業、業務、

行政、文化、医療等の機能が集積し、城下町としての歴史的な資源も中心市街地に

は多く残されていることから、これまでの都市機能の集積や歴史的な環境を生かし

て、本区域の中心都市として個性と魅力のある中心市街地の再生を進めていくこと

としています。 

 



  

１２０ 

［２］都市計画手法の活用 

 

準工業地域における大規模集客施設の立地規制について 

当市では準工業地域が９地区に分散、配置していますが、中核拠点の役割をより明確

化するため、駅前地区の準工業地域(約2.2ha)を商業地域に用途変更し、他の準工業地

域全て(約228ha)について、特別用途地区の都市計画決定と併せて建築基準法に基づく

条例により、大規模集客施設の立地制限を行いました。（平成19年12月21日条例施行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約１７ha

約 ２ha 

約 ４ha

約４２ha

岩木地区 

大規模集客施設立地制限の対象となる準工業地域位置図（約大規模集客施設立地制限の対象となる準工業地域位置図（約大規模集客施設立地制限の対象となる準工業地域位置図（約大規模集客施設立地制限の対象となる準工業地域位置図（約228ha228ha228ha228ha，，，，9999ヶ所）ヶ所）ヶ所）ヶ所）    

用途地域の変更地区（約2.2ha） 

中心市街地区域 
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１２１ 

［３］都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等 

 

公共公益施設の立地状況 

主要な公共公益施設として、国、県、市の行政関連施設が中心市街地域内に集中立

地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  市の施設 

  ① 弘前市役所 

  ② 弘前市水道部 

  ③ 弘前消防署 

  その他施設 

  ① ＮＨＫ弘前支局 

国等の施設 県の施設 ② ＮＴＴ弘前支店 

① 青森地方検察庁弘前支部 ① 中南地域県民局 ③ 東北電力弘前営業所 

② 青森地方裁判所弘前支部 ② 〃地域農林水産部農村整備庁舎 ④ 弘前商工会議所 

③ 弘前税務署 ③ 弘前保健所 ⑤ 弘前郵便局 

社会教育施設等  ※□は旧計画掲載事業で建設された施設 

１１１１ 弘前市民参画センター ⑤ 弘前市立図書館 ７ 百石町展示館 

２２２２ 弘前駅前市民ホール    弘前市立観光館 ８ まちなか情報センター 

③ 弘前市民会館   弘前市立郷土文学館 福祉施設等 

④ 弘前文化センター ⑥ 弘前市立博物館 ① 弘前市障害者生活支援センター 
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１２２ 

    

大型店舗の状況 

店舗面積が１万㎡を超える大規模集客施設は市内に７施設あり、そのうち３施設が中

心市街地にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大規模集客施設(店舗面積１万㎡超) 
施設の名称 所 在 地 用途地域 施設内容 店舗面積 営業年月 

① イトーヨーカ堂弘前店 駅前３丁目 商業地域 量販店 20,885㎡ 昭和51年10月 

② さくら野弘前店 城東北３丁目 商業地域 百貨店 24,491㎡ 平成５年10月 

③ 中三 弘前店 土手町 商業地域 百貨店 20,434㎡ 昭和43年９月 

④ 弘前駅前地区再開発ビル 大町３丁目 商業地域 スーパー 22,168㎡ 平成６年３月 

⑤ 樋の口ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ(３店舗) 樋の口２丁目 市街化調整区域 スーパー 12,300㎡ 平成18年12月 

⑥ 安原ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ(６店舗) 泉野１丁目 近隣商業地域 スーパー 11,098㎡ 平成15年４月 

⑦ 城東タウンプラザ(３店舗) 早稲田４丁目 近隣商業地域 スーパー 11,550㎡ 平成15年８月 

■大規模小売店舗(店舗面積１万㎡以下)  

◎食品スーパー(1,000㎡以上3,000㎡未満) ５件 ●食品スーパー(3,000㎡以上10,000㎡以下)  ４件 

◎専門店(1,000㎡以上3,000㎡未満)   ２１件 ●専門店(3,000㎡以上10,000㎡以下)     ６件 

■大型店舗の立地状況 
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１２３ 

［４］都市機能の集積のための事業等 

 

都市機能の集積のために、以下の事業を推進していきます。 

 

４.市街地の整備改善のための事業 

● 弘前駅前北地区土地区画整理事業 

● 都市計画道路３･４･７号弘前宮地線街路整備事業 

● 中心市街地活性化広場公園整備事業 

・弘前駅城東口緑地  ・土淵川北川端町緑地  ・市民中央広場 

・藤田記念庭園 

● 土淵川総合流域防災事業 

● 土淵川環境整備連携事業 

● 弘前公園（鷹揚公園）整備事業 

● 弘前公園周辺整備事業 

・新寺構土塁緑地  ・追手門広場の通路･修景施設の整備 

・旧第八師団長官舎の建物修復  ・旧紺屋町消防屯所の建物修復 

● 都市計画道路３･４･５号上白銀町新寺町線整備事業 

● 本丸石垣整備事業 

● 県道弘前･鰺ヶ沢線整備事業  

● 地方道改修事業 

● 県道弘前･岳･鰺ヶ沢線整備事業 

● 市立観光館リニューアル事業 

 

５.都市福利施設を整備する事業 

該当なし 

 

６.居住環境の向上のための事業 

該当なし 

 

７.商業の活性化のための事業及び措置 

● 中土手町商店街環境整備事業 

● 土手町コミュニティパーク整備事業 

● 弘前駅前地区再開発ビル再生事業 

● 弘前中央食品市場再生事業 

● 津軽弘前屋台村整備・運営事業 

 

８.４から７までの事業及び措置と一体的に推進する事業 

該当なし 


